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論 文 審 査 結 果 の 要 旨
本研究は,精製A型ボツリヌス神経毒素の前立腺肥大症に対する効果をラットで確認した基礎実
験である.精製A型ボツリヌス神経毒素5単位のラット前立腺注入により,有意な前立腺重量の減
少,前立腺上皮の萎縮と罪薄化が認められることを報告している.
この効果発現の機序として,アポ トー シスが誘導されていること,および免疫染色で前立腺上皮
内のsynaptophysin陽性神経細胞の減少を確認しており,神経腺接合部のアセチルコリン放出を抑
制し,腺上皮を中心とした前立腺の成長を抑制することで前立腺容積の縮小を来すことを証明して
いる.そして,この効果は副作用もなく長期持続することを証明している.以上の基礎実験から,
ヒトでの前立腺肥大症-の応用が期待できる.
よって,本研究者は博士 (医学)の学位を得る資格があると認める.
